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は
じ
め
に

本
書
は
、
日
本
に
お
け
る
初
期
の
テ
レ
ビ
受
像
機
の
デ
ザ
イ
ン
変
遷
と
、
そ
の
過
程
で
誕
生
し
た
家
具
調
テ
レ
ビ1

に
つ
い
て
着

目
し
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
に
お
け
る
工
業
製
品
の
発
展
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
（
以
下
、
戦
後
）
の
復
興
期
か
ら
高

度
経
済
成
長
期
を
経
て
現
在
に
至
る
ま
で
日
本
経
済
を
支
え
て
き
た
。
日
本
製
品
は
、
価
格
、
性
能
、
品
質
の
優
秀
さ
か
ら
世
界

で
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
が
、
デ
ザ
イ
ン2

も
製
品
価
値
を
つ
く
る
役
割
を
担
っ
て
き
た
。
デ
ザ
イ
ン
は
人
と
社
会
と
の
関
わ
り
の

中
で
モ
ノ3

を
つ
く
る
行
為
で
あ
り
、
近
代
化
を
推
し
進
め
た
工
業
製
品
の
歴
史
を
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
か
ら
考
え
る
際
に
、
人
と
社

会
と
モ
ノ
と
の
関
係
を
考
察
し
た
Ｓ
・
ギ
ー
デ
ィ
オ
ン4

（
1
8
9
4
〜
1
9
6
8
）
は
、
重
要
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
。 

本
著
で
は
、
ギ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
手
法
を
参
考
に
し
つ
つ
、
日
本
の
近
代
化
に
果
た
し
た
工
業
製
品
の
ひ
と
つ
で
あ
る
テ
レ
ビ
受
像

機
の
デ
ザ
イ
ン
変
遷
に
つ
い
て
検
証
し
た
い
。

戦
後
、
日
本
製
品
の
デ
ザ
イ
ン
開
発
は
、
欧
米
製
品
の
模
倣
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
欧
米
か
ら
デ
ザ
イ
ン
手
法
、
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ

セ
ス
を
学
ぶ
こ
と
で
日
本
独
自
の
デ
ザ
イ
ン
を
創
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
デ
ザ
イ
ン
は
、
製
品
を
支
え
る
技
術
と

生
活
を
支
え
る
文
化
、
そ
れ
ら
の
背
景
に
あ
る
時
代
と
地
域
が
無
関
係
で
は
な
い
。

20
世
紀
に
な
っ
て
発
明
さ
れ
た
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン5

（
以
下
、
テ
レ
ビ
）
は
、
そ
れ
ま
で
あ
っ
た
仕
組
み
、
道
具
の
置
き
換
え
で
は

な
く
、
新
た
に
生
ま
れ
た
シ
ス
テ
ム
と
し
て
現
在
の
私
た
ち
の
生
活
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
テ
レ
ビ
受
像
機
は
放
送

番
組
を
生
活
の
場
で
享
受
す
る
た
め
の
モ
ノ
と
し
て
、
生
活
環
境
に
適
合
し
な
が
ら
変
容
さ
れ
て
き
て
お
り
、
大
量
に
生
産
、
消

費
さ
れ
て
き
た
モ
ノ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

日
本
に
お
け
る
テ
レ
ビ
開
発
は
、
1
9
2
3（
大
正
12
）年
に
高
柳
健
次
郎
が
﹁
無
線
遠
視
法
﹂
な
る
着
想
を
提
唱
し
、
1
9
2
6

年
に
走
査
線
40
本
で
﹁
イ
﹂
の
字
を
送
受
信
す
る
テ
レ
ビ
実
験
に
成
功
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
戦
争
で
開
発
は
一
時
中
断
す
る
が
、

戦
後
、
欧
米
か
ら
の
技
術
導
入
に
よ
り
製
品
開
発
は
再
開
し
、
1
9
5
3
（
昭
和
28
）
年
に
本
放
送
を
開
始
し
た
。
テ
レ
ビ
受
像
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あ
る
が
、
現
在
で
は
日
本
人
の
生
活
に
浸
透
し
、
日
本
企
業
が
開
発
を
先
導
し
て
き
た
製
品
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
導
入
期
か

ら
普
及
期
に
至
る
間
に
は
三
種
の
神
器
の
ひ
と
つ
と
し
て
生
活
者
の
憧
れ
の
製
品
で
あ
っ
た
た
め
、
常
に
生
活
者
か
ら
も
生
産
者

か
ら
も
注
目
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
中
で
も
、
昭
和
40
年
代
に
生
ま
れ
た
家
具
調
テ
レ
ビ
は
、
日
本
独
自
の
造
形
発
想
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
で
様
式
を
つ
く
っ
た

と
さ
れ
て
い
る
。
欧
米
製
品
を
模
倣
し
て
開
発
さ
れ
市
場
導
入
さ
れ
た
製
品
が
、
時
代
と
文
化
を
背
景
に
し
て
独
自
の
様
式
を
獲

得
す
る
に
至
る
ま
で
の
デ
ザ
イ
ン
変
遷
と
要
因
を
考
察
す
る
上
で
、
テ
レ
ビ
受
像
機
の
草
創
期
か
ら
家
具
調
テ
レ
ビ
が
誕
生
し
普

及
す
る
ま
で
を
対
象
と
す
る
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。

第
1
章
、
第
2
章
で
は
日
本
に
お
け
る
テ
レ
ビ
受
像
機
の
デ
ザ
イ
ン
変
遷
に
つ
い
て
、
第
3
章
、
第
4
章
で
は
特
に
家
具
調
テ

レ
ビ
の
成
立
経
緯
に
つ
い
て
論
述
す
る
。

﹁
第
1
章　

テ
レ
ビ
受
像
機
の
草
創
期
か
ら
普
及
期
﹂
で
は
、
日
本
に
お
け
る
テ
レ
ビ
受
像
機
の
草
創
期
か
ら
普
及
期
に
至
る
状

況
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
1
9
5
3
（
昭
和
28
）
年
の
テ
レ
ビ
本
放
送
開
始
前
後
か
ら
昭
和
30
年
代
を
中
心
に
新
聞
・
社
史
・

公
報
文
献
等
の
史
料
と
当
時
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
基
に
考
察
す
る
。

﹁
第
2
章　

白
黒
テ
レ
ビ
受
像
機
の
成
熟
期
か
ら
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
受
像
機
の
普
及
期
﹂
で
は
、
欧
米
製
品
の
影
響
を
受
け
た
デ
ザ

イ
ン
が
日
本
独
自
の
デ
ザ
イ
ン
に
変
容
す
る
過
程
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
昭
和
40
年
代
を
中
心
に
新
聞
、
社
史
、
公

報
文
献
等
の
史
料
と
当
時
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
基
に
考
察
す
る
。
さ
ら
に
昭
和
50
年
代
に
つ
い
て
も
、
家
具
調
テ

レ
ビ
の
衰
退
経
緯
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。

﹁
第
3
章　

家
具
調
テ
レ
ビ
の
誕
生
と
展
開
﹂
で
は
、﹁
家
具
調
﹂
と
﹁
家
具
調
テ
レ
ビ
﹂
の
呼
称
が
生
ま
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
、

新
聞
、
社
史
か
ら
明
ら
か
に
し
、
家
具
調
テ
レ
ビ
の
典
型
と
さ
れ
る
﹁
嵯
峨
﹂
の
誕
生
と
シ
リ
ー
ズ
展
開
に
つ
い
て
詳
細
を
明
確

に
す
る
。

機
の
国
内
普
及
率
は
、
官
民
双
方
の
施
策
も
あ
り
1
9
6
5
年
に
白
黒
テ
レ
ビ
受
像
機
が
95
％
に
達
し
、
普
及
が
遅
れ
た
カ
ラ
ー

テ
レ
ビ
受
像
機
も
1
9
7
5
年
に
91
％
と
な
る
。
大
衆
化
し
た
製
品
で
あ
る
テ
レ
ビ
受
像
機
の
デ
ザ
イ
ン
変
遷
に
つ
い
て
知
る
こ

と
は
、
今
後
、
普
及
が
予
測
さ
れ
る
製
品
に
お
い
て
、
生
活
者
に
向
け
た
デ
ザ
イ
ン
開
発
を
推
進
す
る
た
め
に
有
効
で
あ
る
。

テ
レ
ビ
受
像
機
に
関
し
て
は
、
技
術
史
、
産
業
史
と
し
て
の
研
究
や
文
化
史
、
生
活
史
と
し
て
の
文
献
、
書
籍
が
多
く
、
デ
ザ

イ
ン
変
遷
の
視
点
か
ら
日
本
の
生
活
に
ど
の
よ
う
に
適
合
し
な
が
ら
変
容
し
た
か
に
つ
い
て
の
情
報
は
、
正
確
で
な
い
ま
ま
言
説

と
な
っ
て
い
る
面
も
多
い
。
特
に
、
昭
和
40
年
代
に
主
流
と
な
っ
た
家
具
調
テ
レ
ビ
に
つ
い
て
は
、﹁
家
具
調
﹂
の
呼
称
が
生
ま
れ
、

使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
も
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
松
下
電
器
産
業
株
式
会
社6
（
以
下
、
松
下
電
器
）

の
﹁
嵯
峨
﹂
に
代
表
さ
れ
る
和
風
ネ
ー
ミ
ン
グ
が
市
場
に
浸
透
し
た
た
め
に
日
本
独
自
の
デ
ザ
イ
ン
と
さ
れ
て
い
る
面
も
あ
り
、
家

具
調
テ
レ
ビ
の
形
態
特
徴
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
明
確
に
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

そ
こ
で
、
本
書
で
は
、
日
本
に
お
け
る
テ
レ
ビ
受
像
機
の
デ
ザ
イ
ン
変
遷
に
つ
い
て
、
生
活
者
と
生
産
者
の
両
視
点
か
ら
検
討

す
る
。
テ
レ
ビ
受
像
機
は
、
現
在
で
は
日
本
の
生
活
に
不
可
欠
な
モ
ノ
と
な
っ
て
い
る
が
、
生
活
の
場
に
導
入
さ
れ
普
及
し
成
熟

す
る
ま
で
の
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
欧
米
の
影
響
を
受
け
た
製
品
が
日
本
独
自
の
デ
ザ
イ
ン
を
獲
得
し
、
如
何
に
し
て

様
式
と
な
っ
た
か
の
理
解
を
深
め
る
。
ひ
い
て
は
、
日
本
独
自
の
デ
ザ
イ
ン
開
発
に
お
け
る
特
徴
に
関
し
て
新
た
な
知
見
を
得
る

こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

人
工
物
に
お
け
る
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
見
た
場
合
、
そ
の
意
味
の
ひ
と
つ
は
モ
ノ
の
外
観
で
あ
り
、
美
意
識
と
好
き
嫌
い
で
論

じ
ら
れ
る
面
が
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
モ
ノ
を
生
産
す
る
た
め
に
計
画
す
る
行
為
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
様
々
な
条
件
を
基
に
計

画
さ
れ
た
結
果
は
製
品
と
な
っ
て
外
観
に
現
れ
る
。
デ
ザ
イ
ン
が
変
容
す
る
過
程
で
差
異
が
生
ず
る
の
は
多
様
な
要
因
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
が
、そ
の
製
品
が
つ
く
ら
れ
、
売
ら
れ
、
使
用
さ
れ
た
時
代
と
地
域
と
人
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

家
庭
用
電
気
製
品
（
以
下
、
家
電
製
品
）
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
、
前
述
の
観
点
か
ら
考
察
す
る
際
に
テ
レ
ビ
受
像
機
は
典
型

的
な
対
象
と
な
り
得
る
。
何
故
な
ら
ば
、
日
本
に
お
け
る
テ
レ
ビ
受
像
機
は
、
欧
米
製
品
の
影
響
を
受
け
て
導
入
さ
れ
た
機
器
で
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3
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ウ
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製
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ラ
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偏
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角
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17

テ
レ
ビ
受
像
機
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形
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18
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1
）
コ
ン
ソ
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イ
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19
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2
）
テ
ー
ブ
ル
タ
イ
プ　
　

  

19

（
3
）
コ
ン
ソ
レ
ッ
ト
タ
イ
プ　
　

  

19

（
4
）
ポ
ー
タ
ブ
ル
タ
イ
プ　
　

  

20

日
本
に
お
け
る
テ
レ
ビ
本
放
送
開
始
以
前
の
状
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20

（
1
）
先
進
諸
国
の
製
品
状
況　
　

  

20

（
2
）
日
本
に
お
け
る
開
発
状
況　
　

  

24

2　

日
本
に
お
け
る
テ
レ
ビ
受
像
機
の
草
創
期　
　

  

24

テ
レ
ビ
の
啓
蒙　
　

  

25

海
外
製
品
か
ら
の
影
響　
　

  

28

企
業
に
お
け
る
デ
ザ
イ
ン
開
発　
　

  

32

﹁
第
4
章　

家
具
調
テ
レ
ビ
の
デ
ザ
イ
ン
創
出
過
程
﹂
で
は
、
家
具
調
テ
レ
ビ
の
典
型
と
さ
れ
る
﹁
嵯
峨
﹂
に
つ
い
て
、
家
具
調

ス
テ
レ
オ
﹁
飛
鳥
﹂
と
の
関
係
、
校
倉
造
り
の
造
形
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
に
つ
い
て
検
証
し
、
日
本
調
デ
ザ
イ
ン
と
さ
れ
る
家
具
調

テ
レ
ビ
の
創
作
経
緯
に
つ
い
て
、
文
献
史
料
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
か
ら
明
ら
か
に
す
る
。

以
上
、
第
1
章
か
ら
第
4
章
ま
で
を
通
じ
て
、
日
本
に
お
け
る
テ
レ
ビ
受
像
機
の
デ
ザ
イ
ン
変
遷
と
家
具
調
テ
レ
ビ
の
成
立
に

つ
い
て
、
史
料
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
を
手
掛
か
り
と
し
て
考
察
し
、
正
確
な
経
緯
を
再
現
し
検
証
す
る
こ
と
と
す
る
。

注1

本
書
で
﹁
家
具
調
テ
レ
ビ
﹂
と
は
、
家
具
の
様
式
を
取
り
入
れ
た
家
具
の
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
、
す
な
わ
ち
﹁
家
具
調
デ
ザ
イ
ン
﹂

の
テ
レ
ビ
受
像
機
の
中
で
、
特
に
、
コ
ン
ソ
ー
ル
タ
イ
プ
で
和
風
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
機
種
を
言
う
。

2

本
書
で
﹁
デ
ザ
イ
ン
﹂
と
は
、
製
品
の
用
途
、
機
能
を
実
現
す
る
構
造
、
形
態
、
材
料
、
模
様
、
色
を
生
活
者
に
受
け
入
れ
ら
れ

る
よ
う
美
的
に
統
合
し
た
状
態
、
ま
た
は
そ
の
た
め
の
行
為
を
言
う
。

3

本
書
で
片
仮
名
の
﹁
モ
ノ
﹂
は
、
物
理
的
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
と
き
に
使
用
す
る
。

4　

Siegfried Giedion

（
1
8
9
4–

1
9
6
8
）：
ス
イ
ス
生
ま
れ
、
建
築
・
美
術
史
家
で
あ
る
と
同
時
に
、
近
代
建
築
・
デ
ザ
イ

ン
運
動
の
も
っ
と
も
有
力
な
理
論
家
で
あ
り
批
評
家
で
あ
る
。
著
書
に
﹃
空
間
・
時
間
・
建
築
﹄（
1
9
4
1
）、﹃
永
遠
の
存
在
﹄

（
1
9
6
2
）
他
が
あ
る
。

5

本
書
で
﹁
テ
レ
ビ
﹂
と
は
、
テ
レ
ビ
番
組
と
テ
レ
ビ
番
組
を
放
送
す
る
テ
レ
ビ
放
送
局
、
受
信
す
る
テ
レ
ビ
受
像
機
、
そ
れ
ら
全

て
を
シ
ス
テ
ム
と
し
て
見
た
と
き
を
言
う
。

6　

2
0
0
8
年
10
月
1
日
よ
り
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
株
式
会
社
に
社
名
変
更
し
て
い
る
が
、
本
書
で
は
、
当
時
の
社
名
で
あ
る
松
下
電
器

産
業
株
式
会
社
を
使
用
す
る
。
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キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
素
材
と
工
法　
　

  

109

セ
ッ
ト
台
一
体
型　
　

  

111

4　

昭
和
50
年
代
の
テ
レ
ビ
受
像
機　
　

  

112

テ
レ
ビ
を
取
り
巻
く
状
況　
　

  

113

グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
の
変
遷　
　

  

118

5　

テ
ー
ブ
ル
タ
イ
プ
の
変
容　
　

  

122

モ
ニ
タ
ー
ス
タ
イ
ル
の
誕
生　
　

  

123

松
下
電
器
の
デ
ザ
イ
ン
変
遷　
　

  

125

木
製
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
減
少　
　

  

129

5　

ま
と
め　
　

  

132

1　

昭
和
40
年
代
の
テ
レ
ビ　
　

  

132

2　

家
具
調
テ
レ
ビ
の
誕
生　
　

  

132

普
及
の
た
め
の
方
策　
　

  

33

（
1
）
性
能
、
品
質
の
ア
ピ
ー
ル　
　

  

33

（
2
）
購
入
し
や
す
い
状
況
づ
く
り　
　

  

34

3　

昭
和
30
年
代
の
テ
レ
ビ
受
像
機　
　

  

37

テ
レ
ビ
を
取
り
巻
く
状
況　
　

  

38

松
下
電
器
の
デ
ザ
イ
ン
変
遷　
　

  

45

形
態
の
変
容　
　

  
51

（
1
）
コ
ン
ソ
ー
ル
タ
イ
プ　
　

  

51

（
2
）
テ
ー
ブ
ル
タ
イ
プ　
　

  

54

（
3
）
コ
ン
ソ
レ
ッ
ト
タ
イ
プ　
　

  

57

（
4
）
画
面
サ
イ
ズ
と
形
態　
　

  
62

（
5
）
音
の
表
現
と
形
態　
　

  

65

（
6
）
操
作
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
と
形
態　
　

  
66

4　

ま
と
め　
　

  

70

1　

テ
レ
ビ
の
発
明
と
製
品
形
態　
　

  

72

2　

テ
レ
ビ
の
啓
蒙　
　

  

72

3　

普
及
の
た
め
の
方
策　
　

  

72

4　

海
外
製
品
か
ら
の
影
響　
　

  

73

5　

技
術
開
発
と
形
態
の
変
容　
　

  

73

第
２
章　

�

白
黒
テ
レ
ビ
受
像
機
の
成
熟
期
か
ら
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
受
像
機
の
普
及
期
の
デ
ザ
イ
ン
変
遷　
　

�  

79

1　

昭
和
40
年
代
の
テ
レ
ビ
受
像
機　
　

  

80
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﹁
嵯
峨
﹂
シ
リ
ー
ズ
展
開　
　

  

169

（
1
）
初
代
﹁
嵯
峨
﹂（
A
タ
イ
プ
）　　

  

169

（
2
）﹁
嵯
峨
1
0
0
0
﹂（
B
タ
イ
プ
）　　

  

170

（
3
）﹁
イ
ン
テ
リ
ア
嵯
峨
﹂（
F
タ
イ
プ
）　　

  

174

（
4
）
脚
部
変
形
機
種　
　

  

177

3　

ま
と
め　
　

  

178

1　

家
具
調
テ
レ
ビ
の
役
割　
　

  

178

2　

家
具
調
の
呼
称　
　

  

179

3　

和
風
、
日
本
調
イ
メ
ー
ジ
の
形
成　
　

  

179

4　
﹁
嵯
峨
﹂
の
デ
ザ
イ
ン
特
徴　
　

  

179

5　
﹁
嵯
峨
﹂
シ
リ
ー
ズ
の
意
味　
　

  

180

第
４
章　

家
具
調
テ
レ
ビ
の
デ
ザ
イ
ン
創
出
過
程　
　

�  

183

1　

欧
米
の
影
響
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
潮
流　
　

  

184

2　
﹁
嵯
峨
﹂
開
発
の
背
景
と
経
緯　
　

  

188

松
下
電
器
テ
レ
ビ
事
業
部
門
史
よ
り　
　

  

189

（
1
）﹁
旧
品
川
工
場
か
ら
白
黒
テ
レ
ビ
を
語
る
﹂　　

  

189

（
2
）﹁
ゴ
ー
ル
デ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
展
開
﹂　　

  

193

（
3
）﹁
T
C‒

9
6
G
《
嵯
峨
》
の
開
発
と
デ
ザ
イ
ン
計
画
﹂　　

  

193

（
4
）﹁
時
實
隼
太
回
顧
談
﹂　　

  

196

松
下
電
器
デ
ザ
イ
ン
部
門
社
内
誌
よ
り　
　

  

197

（
1
）
1
9
6
3
（
昭
和
38
）
年
2
月
1
日
発
行
﹃N

A
T
IO
N
A
L D
ESIGN

 N
EW
S

﹄　　

  

198

3　

テ
ー
ブ
ル
タ
イ
プ
の
セ
ッ
ト
台
一
体
型　
　

  

133

4　

昭
和
50
年
代
の
テ
レ
ビ　
　

  

134

第
３
章　

家
具
調
テ
レ
ビ
の
誕
生
と
展
開　
　

�  

139

（
1
）
コ
ン
ソ
ー
ル
タ
イ
プ　
　

  

140

（
2
）
コ
ン
ソ
レ
ッ
ト
タ
イ
プ　
　

  

141

（
3
）
ロ
ー
ボ
ー
イ
タ
イ
プ　
　

  

141

1　

家
具
調
と
家
具
調
テ
レ
ビ
の
呼
称　
　

  

141

新
聞
記
事
に
見
る
家
具
調
の
記
述　
　

  

142

（
1
）﹁
家
具
調
﹂
単
独
で
の
使
用　
　

  

142

（
2
）﹁
家
具
調
＋
製
品
名
﹂
で
の
使
用　
　

  

145

新
聞
広
告
に
見
る
家
具
調
の
記
述　
　

  

147

（
1
）
テ
レ
ビ
受
像
機
の
広
告
に
見
る
家
具
調
の
記
述　
　

  

147

（
2
）
テ
レ
ビ
受
像
機
以
外
の
広
告
に
見
る
家
具
調
の
記
述　
　

  

152

（
3
）
広
告
記
述
に
見
る
価
値
観
表
現
の
変
化　
　

  

153

新
聞
広
告
に
お
け
る
家
具
調
の
出
現
度　
　

  

155

松
下
電
器
社
史
に
見
る
家
具
調
記
述　
　

  

156

2　
﹁
嵯
峨
﹂
誕
生
と
シ
リ
ー
ズ
展
開　
　

  

158

﹁
嵯
峨
﹂
を
生
ん
だ
市
場
背
景　
　

  

158

﹁
嵯
峨
﹂
と
前
機
種
と
の
デ
ザ
イ
ン
仕
様
比
較　
　

  

161

（
1
）
形
態
の
差
異　
　

  

161

（
2
）
素
材
表
現
の
差
異　
　

  

166
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第
１
章�　

草
創
期
か
ら
普
及
期
の
デ
ザ
イ
ン

日
本
の
草
創
期
か
ら
普
及
期
の
テ
レ
ビ
受
像
機
に
お
い
て
、
日
本
製
品
が
欧
米
の
製
品
か
ら
ど
の
よ
う

な
影
響
を
受
け
、
ど
の
よ
う
に
し
て
日
本
の
生
活
に
相
応
し
い
デ
ザ
イ
ン
に
変
容
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

一
般
の
生
活
者
が
初
め
て
テ
レ
ビ
受
像
機
に
触
れ
た
の
は
、
1
9
5
3
（
昭
和
28
）
年
に
テ
レ
ビ
本
放
送

が
始
ま
っ
て
以
降
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
よ
り
開
発
状
況
に
つ
い
て
は
展
示
会
や
新
聞
等
で
知
ら
さ
れ
て

い
た
。
本
章
で
は
、
日
本
に
お
け
る
テ
レ
ビ
受
像
機
の
導
入
か
ら
普
及
ま
で
の
状
況
に
つ
い
て
、
デ
ザ
イ

ン
変
遷
の
立
場
よ
り
見
て
み
た
い
。

テ
レ
ビ
は
20
世
紀
を
代
表
す
る
発
明
で
あ
り
、
産
業
と
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
。
現
在
の

日
本
に
お
い
て
も
日
常
に
お
け
る
生
活
者
の
意
識
と
生
活
ス
タ
イ
ル
、
モ
ノ
と
し
て
住
空
間
に
与
え
て
い

る
影
響
は
大
き
い
と
言
え
る
。
テ
レ
ビ
受
像
機
は
技
術
開
発
に
よ
っ
て
機
能
と
形
態
を
変
容
さ
せ
て
き
た

が
、
そ
れ
ら
の
製
品
は
生
活
者
に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
様
式
と
し
て
成
立
し
、
そ
の
時
代
と
地
域
の
生
活
環

境
を
つ
く
っ
て
き
た
面
を
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
テ
レ
ビ
受
像
機
は
、
生
活
者
の
ニ
ー
ズ
が
機
能
、 

形
態
、
デ
ザ
イ
ン
を
変
容
さ
せ
て
き
た
機
器
で
あ
る
と
も
言
え
る
。

（
2
）
1
9
6
3
（
昭
和
38
）
年
6
月
1
日
発
行
﹃N

A
T
IO
N
A
L D
ESIGN

 N
EW
S

﹄　　

  

199

松
下
電
器
に
お
け
る
日
本
的
デ
ザ
イ
ン　
　

  

200

3　

製
品
デ
ザ
イ
ン
間
の
影
響　
　

  

201

﹁
嵯
峨
﹂
創
作
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ　
　

  

203

﹁
飛
鳥
﹂
創
作
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ　
　

  

206

﹁
飛
鳥
﹂﹁
宴
﹂﹁
嵯
峨
﹂
の
比
較　
　

  

211

﹁
嵯
峨
﹂
が
﹁
飛
鳥
﹂﹁
宴
﹂
か
ら
受
け
た
影
響　
　

  

214

4　

意
匠
登
録
に
見
る
創
作
の
経
緯　
　

  

216

5　

ま
と
め　
　

  

223

1　
﹁
嵯
峨
﹂
の
独
自
性　
　

  
223

2　

松
下
電
器
の
開
発
状
況　
　

  
223

3　

ス
テ
レ
オ
﹁
飛
鳥
﹂﹁
宴
﹂
か
ら
の
影
響　
　

  

224

4　

家
具
調
テ
レ
ビ
の
意
匠
登
録　
　

  
225

お
わ
り
に　
　

  

226

　

あ
と
が
き　
　

  

235
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そ
こ
で
、
草
創
期
よ
り
日
本
市
場
に
お
い
て
高
い
販
売
占
有
率
を
占
め
る
メ
ー
カ
ー
の
ひ
と
つ
で
あ
る

松
下
電
器
の
テ
レ
ビ
受
像
機
を
中
心
に
国
内
、
海
外
各
社
の
製
品
を
対
象
と
し
て
論
ず
る
。
製
品
に
関
す

る
情
報
は
、
テ
レ
ビ
受
像
機
メ
ー
カ
ー
各
社
の
広
告
、
カ
タ
ロ
グ
、
社
史
資
料
と
当
時
の
新
聞
記
事
、
意

匠
公
報
を
中
心
に
行
な
っ
た
。
ま
た
、
生
活
者
の
受
容
状
況
を
客
観
的
に
把
握
す
る
た
め
に
、
出
荷
台
数
、

在
庫
状
況
等
の
デ
ー
タ
を
加
え
る
と
共
に
当
時
の
テ
レ
ビ
受
像
機
の
デ
ザ
イ
ン
開
発
に
携
わ
っ
た
デ
ザ
イ

ナ
ー
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
な
っ
た
。

製
品
開
発
状
況
、
技
術
開
発
状
況
に
関
し
て
も
可
能
な
限
り
詳
細
な
経
緯
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
製
品

の
形
態
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
た
か
を
時
系
列
に
検
証
し
、
日
本
の
草
創
期
か
ら
普
及
期
に
お
け
る
テ

レ
ビ
受
像
機
の
デ
ザ
イ
ン
変
遷
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

1　

テ
レ
ビ
受
像
機
の
発
明

テ
レ
ビ
受
像
機
は
近
代
に
な
っ
て
発
明
さ
れ
た
機
械
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
に
テ
レ
ビ
受
像
機
に
代
わ
る

道
具
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
形
態
の
拠
り
所
と
な
る
も
の
の
ひ
と
つ
は
、
新
た
に
発
明
さ
れ
た
原
理
、 

開
発
さ
れ
た
技
術
で
あ
っ
た
。
1
8
8
4
（
明
治
17
）
年
に
ド
イ
ツ
の
ポ
ー
ル
・
ニ
ポ
ー
（Paul N

ipkow

）

が
、
回
転
す
る
円
盤
に
等
間
隔
で
開
け
ら
れ
た
穴
に
よ
っ
て
画
像
走
査
す
る
機
械
式
テ
レ
ビ
を
考
案
し
、

1
9
2
5
（
大
正
14
）
年
10
月
30
日
に
英
国
の
ジ
ョ
ン
・
ロ
ジ･

ベ
ア
ー
ド
（John Logie Baird

）
が
機

械
式
テ
レ
ビ
の
実
験
に
成
功
し
た
。
図
1–

1
は
、
ニ
ポ
ー
機
械
式
の
テ
レ
ビ
受
像
機
で
あ
る
が
、
機
械

図
1–

1 

ニ
ポ
ー
機
械
式
テ
レ
ビ
受
像
機　

1

9
3
1
﹃
放
送
の
未
来
に
つ
な
ぐ
図

録
機
器
1
0
0
選
﹄、
2
0
0
1
（
平

成
13
）
年

の
原
理
構
造
が
そ
の
ま
ま
形
態
と
し
て
現
れ
て
お
り
、
大
き
な
円
盤
の
形
を
外
観
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
1
8
9
7
年
に
映
像
表
示
部
品
と
し
て
の
ブ
ラ
ウ
ン
管7

）
が
ド
イ
ツ
の
カ
ー
ル
・
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン

ト
・
ブ
ラ
ウ
ン
（K

arl Ferdinand Braun

）
に
よ
っ
て
発
明
さ
れ
、
ブ
ラ
ウ
ン
管
を
使
用
し
た
テ
レ
ビ

受
像
機
の
開
発
も
進
め
ら
れ
て
い
た
。
1
9
3
0
年
代
に
な
る
と
実
用
化
を
目
指
し
た
テ
レ
ビ
受
像
機
が

出
現
し
て
く
る
が
、
受
像
方
式
と
し
て
は
機
械
式
と
電
子
式
、
映
像
の
見
方
と
し
て
は
投
射
型
と
直
視
型

が
あ
り
、
ど
の
方
式
を
選
択
す
る
か
で
製
品
の
基
本
形
態
に
大
き
な
差
が
生
ま
れ
た
。

日
本
に
お
い
て
も
1
9
2
3
年
に
日
本
の
テ
レ
ビ
創
始
者
と
言
わ
れ
る
高
柳
健
次
郎
が
﹁
無
線
遠
視
法
﹂

な
る
着
想
で
開
発
を
始
め
て
お
り
、
1
9
2
6
年
12
月
25
日
に
は
、
走
査
線
40
本
の
テ
レ
ビ
実
験
で
﹁
イ
﹂

の
字
を
送
受
信
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
当
初
よ
り
、
映
像
表
示
部
品
と
し
て
ブ
ラ
ウ
ン
管
が
優
位

に
あ
っ
た
訳
で
な
い
こ
と
は
、
機
械
式
と
投
射
型
も
開
発
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
推
測
で
き
る
。
図
1–

2

は
、
高
柳
健
次
郎
が
1
9
3
0
年
（
昭
和
5
）
年
5
月
、
浜
松
高
等
工
業
学
校
で
の
天
覧
時
に
使
用
し
た

テ
レ
ビ
受
像
機
で
、
ブ
ラ
ウ
ン
管
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
天
覧
と
い
う
特
別
の
場
に
出
す
機
械
に
採
用
さ

れ
た
デ
ザ
イ
ン
は
、
高
級
な
家
具
の
形
態
に
似
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
高
柳
が
住
宅
に
置
か
れ

る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

ニ
ポ
ー
機
械
式
と
ブ
ラ
ウ
ン
管
方
式
で
は
原
理
的
な
違
い
か
ら
テ
レ
ビ
受
像
機
の
形
態
は
必
然
的
に
異

な
っ
て
い
た
。
結
果
と
し
て
ニ
ポ
ー
機
械
式
の
テ
レ
ビ
受
像
機
は
、
解
像
度
の
限
界
か
ら
普
及
に
は
至
ら

な
か
っ
た
が
、
仮
に
ニ
ポ
ー
機
械
式
が
進
化
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
テ
レ
ビ
受
像
機
の
形
態

は
、
ま
っ
た
く
異
な
る
変
容
を
遂
げ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
新
た
な
機
械
を
考
案
す
る
と
き
、
機
械
の
機
能

図
1–

2

天
覧
時
の
テ
レ
ビ
受
像
機　

1

 
9
 
3
 

0
・
5
﹃
テ
レ
ビ
事
始

―
イ
の
字

が
映
っ
た
日
﹄、
1
9
8
6
（
昭
和

61
）
年
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テ
レ
ビ
放
送
は
実
験
段
階
か
ら
実
用
段
階
に
向
か
う
。
1
9
2
8
（
昭
和
3
）
年
5
月
11
日
に
米
国
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
州
で
ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
（General Electric Com

pany

：
以
下
、
G
E
）
が
放

送
を
開
始
し
、
1
9
3
6
（
昭
和
11
）
年
8
月
1
日
〜
14
日
に
ド
イ
ツ
で
は
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
放
送
さ
れ
、
次
第
に
高
鮮
明
な
テ
レ
ビ
放
送
が
可
能
と
な
り
、
1
9
3
6
年
11
月
2
日
に
は
英
国
B
B
C

に
よ
っ
て
定
時
放
送
が
開
始
さ
れ
て
い
る11

。
家
庭
で
観
る
た
め
の
実
用
的
な
テ
レ
ビ
受
像
機
と
し
て
、

1
0
0
本
以
上
の
走
査
線
で
商
品
化
さ
れ
た
の
は
1
9
3
6
年
8
月
、
英
国
に
お
い
て
で
あ
り12

、
米
国
で

も
1
9
3
9
年
に
は
一
般
消
費
者
に
向
け
た
カ
タ
ロ
グ
に
テ
レ
ビ
受
像
機
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

1
9
3
9
年
の
各
社
の
宣
伝
広
告
、
カ
タ
ロ
グ
を
見
る
と
、A

ndrea Radio

の
カ
タ
ロ
グ
で
は
テ
ー
ブ

ル
タ
イ
プ
I-

F-

5
（
図
1–

6
）
が
製
品
と
し
て
載
っ
て
い
る
。
R
C
A
ビ
ク
タ
ー
の
カ
タ
ロ
グ
で
は

テ
ー
ブ
ル
タ
イ
プ
T
T-

5
（
図
1–

7
）、
直
視
型
コ
ン
ソ
ー
ル
タ
イ
プ
T
R
K-

5
、
T
R
K-

9
、
反

射
型
コ
ン
ソ
ー
ル
タ
イ
プ
T
R
K-

1
2
（
図
1–
10
）
が
製
品
と
し
て
載
っ
て
い
る
。W

estinghouse

の
カ
タ
ロ
グ
で
は
テ
ー
ブ
ル
タ
イ
プ
W
R
T-

7
0
0
、
直
視
型
コ
ン
ソ
ー
ル
タ
イ
プ
W
R
T-

7
0
1
（
図

1–

9
）、
W
R
T-

7
0
2
、
反
射
型
コ
ン
ソ
ー
ル
タ
イ
プ
W
R
T-

7
0
3
が
製
品
と
し
て
登
場
し
て
い

る
。
G
E
に
つ
い
て
は
社
史13

に
よ
る
と
1
9
3
9
年
に
、
直
視
型
コ
ン
ソ
ー
ル
タ
イ
プ
H
M-

2
2
5
（
図

1–

8
）
と
反
射
型
コ
ン
ソ
ー
ル
タ
イ
プ
（
図
1–

11
）
の
製
品
が
発
売
さ
れ
て
い
る
。

以
上
よ
り
、
1
9
3
9
年
時
点
で
既
に
欧
米
先
進
諸
国
の
メ
ー
カ
ー
各
社
は
、
実
用
的
な
製
品
を
開
発

し
販
売
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
し
か
も
、
普
及
機
種
か
ら
高
級
機
種
ま
で
製
品
の
差
別
化
を
画

面
サ
イ
ズ
で
行
な
い
、
各
画
面
サ
イ
ズ
で
製
品
化
で
き
る
形
態
を
機
種
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

図 1–10
RCA Victor　TRK-12　
1939（昭和14）年

図 1–8
GE　HM-225　1939（昭和14）年

図 1–6
Andrea Radio　I-F-5　1939（昭和14）年

図 1–11
GE　1939（昭和14）年

図 1–9
Westinghouse　WRT-701　
1939（昭和14）年

図 1–7
RCA Victor　TT-5　1939（昭和14）年



第１章　草創期から普及期のデザイン

53 52

図 1–36
早川電機「ステレビジョン」広告　『毎日新聞』、1960（昭和35）年10月

図 1–34
HMV　1946　1946（昭和21）年

図 1–35
Admiral　1948　1948（昭和23）年

の
生
活
様
式
、
価
値
観
に
よ
っ
て
導
入
の
さ
れ
方
が
異
な
る
事
例
で
あ
る
。

1
9
5
0
年
代
の
海
外
の
コ
ン
ソ
ー
ル
タ
イ
プ
は
扉
付
き
の
も
の
が
多
く
、
そ
れ
ら
に
影
響
さ
れ
て
日

本
の
草
創
期
に
お
い
て
も
、
各
メ
ー
カ
ー
は
、
扉
付
き
の
機
種
を
開
発
し
製
品
化
す
る
が
、
日
本
の
生
活

者
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
ず
市
場
か
ら
消
え
て
い
っ
た
。
松
下
電
器
に
お
い
て
も
コ
ン
ソ
ー
ル
タ
イ
プ
は
、
草

創
期
よ
り
大
画
面
の
最
高
級
機
種
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
1
9
5
3
年
10
月
発
売
の
17
イ
ン
チ
コ
ン
ソ
ー
ル

タ
イ
プ
T
X-

1
7
1
4
A
、
1
9
5
6
（
昭
和
31
）
年
2
月
発
売
の
21
イ
ン
チ
コ
ン
ソ
ー
ル
タ
イ
プ
C- 

2
1
3
1
、
1
9
5
8
年
5
月
発
売
の
27
イ
ン
チ
コ
ン
ソ
ー
ル
タ
イ
プ
C-

2
7
9
6
は
全
て
扉
付
き
で
あ

る
が
、
中
級
、
普
及
機
種
へ
は
展
開
さ
れ
て
い
な
い
。
扉
付
き
の
機
種
が
高
価
で
あ
っ
た
た
め
に
市
場
が

小
さ
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
生
活
者
に
よ
っ
て
必
要
で
あ
れ
ば
、
低
価
格
帯
に
そ
の
機
能
は
下
り
て
く

る
は
ず
で
あ
る
。
日
本
の
生
活
で
は
、
テ
レ
ビ
受
像
機
に
扉
は
求
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
言
え
る
。

扉
の
意
味
は
、
ブ
ラ
ウ
ン
管
を
隠
し
て
テ
レ
ビ
受
像
機
を
家
具
に
見
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
テ
レ
ビ
受
像

機
を
住
空
間
に
持
ち
込
む
上
で
最
も
違
和
感
を
持
た
れ
た
の
は
、
映
像
を
映
し
出
す
ブ
ラ
ウ
ン
管
の
ガ
ラ

ス
面
で
あ
ろ
う
。
初
期
の
ブ
ラ
ウ
ン
管
面
は
球
面
で
あ
り
、
ラ
ジ
オ
受
信
機
が
た
ど
っ
て
い
た
家
具
の
様

式
を
模
倣
す
る
上
で
も
障
害
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
と
ら
れ
た
の
が
扉
で
あ
る
。

初
期
の
コ
ン
ソ
ー
ル
タ
イ
プ
で
扉
付
き
の
機
種
を
導
入
し
て
い
る
メ
ー
カ
ー
は
、
松
下
電
器
以
外
に
も
あ

り
、
三
洋
電
機
が
1
9
5
3
（
昭
和
28
）
年
に
テ
レ
ビ
受
像
機
1
号
機
1
7
C-

2
3
1
（
図
1–

37
）
で
、

日
本
ビ
ク
タ
ー
株
式
会
社
（
以
下
、
日
本
ビ
ク
タ
ー
）
が
1
9
6
0
（
昭
和
35
）
年
に
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
受

像
機
1
号
機
2
1
C
T-

1
1
B
（
図
1–

38
）
で
扉
付
き
を
採
用
し
て
い
る
。
両
機
種
と
も
当
時
の
最
高
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前
面
下
部
に
大
型
の
ス
ピ
ー
カ
ー
が
配
置
さ
れ
、
織
り
の
ネ
ッ
ト
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
テ
ー
ブ

ル
タ
イ
プ
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
部
品
の
配
置
構
成
が
必
要
で
あ
る
た
め
に
、
ス
ピ
ー
カ
ー
は
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
側
面
ま
た
は
天
面
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
当
然
な
が
ら
、
生
活
場
面
で
の
視
聴
音
響
は
良
く
な
い
が
、 

初
期
の
電
気
部
品
サ
イ
ズ
、
ス
ピ
ー
カ
ー
サ
イ
ズ
か
ら
く
る
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
内
で
の
配
置
上
の
問
題
、
音

孔
カ
バ
ー
材
質
、
取
り
付
け
方
法
等
の
材
料
加
工
法
上
の
問
題
か
ら
、
テ
ー
ブ
ル
タ
イ
プ
で
前
面
に
ス
ピ

ー
カ
ー
を
配
置
し
た
機
種
が
発
売
さ
れ
る
の
は
、
樹
脂
成
形
技
術
が
進
歩
す
る
1
9
5
7
年
に
な
っ
て
か

ら
で
あ
る
（
図
1–

58
）。

音
の
良
さ
は
、
映
像
の
臨
場
感
を
得
る
た
め
に
有
効
で
あ
っ
た
た
め
、
各
社
は
ス
ピ
ー
カ
ー
の
サ
イ
ズ

と
配
置
に
工
夫
を
凝
ら
し
始
め
る
。
コ
ン
ソ
レ
ッ
ト
タ
イ
プ
で
は
、
前
面
ス
ピ
ー
カ
ー
配
置
が
一
般
化
し
、

ス
テ
レ
オ
放
送39

が
始
ま
る
前
に
既
に
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
は
、
両
袖
タ
イ
プ
が
出
現
し
て
い
る
（
図
1–

59
）。

音
の
良
さ
を
使
用
す
る
ス
ピ
ー
カ
ー
サ
イ
ズ
と
性
能
で
表
現
す
る
と
共
に
、
音
を
﹁
見
せ
る
﹂
た
め
に
ス

ピ
ー
カ
ー
グ
リ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
表
現
が
工
夫
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
図
1–

60
は
、
ス
ピ
ー
カ
ー
グ
リ
ル

の
形
状
を
四
角
錐
状
で
凹
ま
せ
、
音
の
良
さ
を
デ
ザ
イ
ン
で
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
例
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
、
デ
ザ
イ
ン
は
、
見
え
る
機
能
を
色
と
形
で
表
現
す
る
だ
け
で
な
く
、
音
の
よ
う
に
見
え
な
い
機

能
を
イ
メ
ー
ジ
で
表
現
す
る
手
段
と
し
て
も
利
用
さ
れ
た
。

（
6
）
操
作
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
と
形
態

ダ
イ
ヤ
ル
方
式
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
選
局
は
、
先
に
普
及
し
て
い
た
ラ
ジ
オ
受
信
機
の
操
作
作
法
で
も
あ
り

図 1–58
シャープテレビ広告　『毎日新聞』、1957（昭和32）年10月 8 日

図 1–59
松下　S-14L1　1957　『テレビ事業部門25年
史』、1978（昭和53）年

図 1–60
松下　F14-B8　1962　『テレビ事業部門25年
史』、1978（昭和53）年
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少
す
る
が
、
替
わ
っ
て
セ
ッ
ト
台
一
体
型
が
主
力
と
な
り
、
木
製
セ
ッ
ト
台
の
生
産
が
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
生

産
高
を
維
持
さ
せ
る
が
、
昭
和
50
年
代
の
後
半
に
な
る
と
モ
ニ
タ
ー
ス
タ
イ
ル
が
主
流
と
な
っ
た
た
め
に

生
産
高
は
減
少
し
て
い
っ
た
。

昭
和
50
年
代
に
な
っ
て
製
造
出
荷
額
が
維
持
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
事
業
所
数
が
減
少
す
る
の

は
、
木
目
塩
ビ
シ
ー
ト
を
利
用
し
た
塩
ビ
化
粧
板
の
フ
ォ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
加
工
が
主
流
と
な
り
、
大
量
生

産
を
前
提
に
し
た
大
手
木
工
事
業
所
に
生
産
が
集
約
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

昭
和
50
年
代
は
、
昭
和
40
年
代
に
生
ま
れ
た
家
具
調
テ
レ
ビ
、
セ
ッ
ト
台
一
体
型
が
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
受

像
機
の
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
展
開
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。
1
9
7
8
（
昭
和
53
）
年
に
始
ま
っ
た
音
声
多
重

放
送
（
ス
テ
レ
オ
放
送
）
は
、
セ
ッ
ト
台
一
体
型
の
家
具
調
デ
ザ
イ
ン
を
音
の
良
い
デ
ザ
イ
ン
に
見
せ
る

た
め
に
豪
華
な
両
袖
タ
イ
プ
に
変
容
さ
せ
た
。
1
9
8
0
年
6
月
の
松
下
電
器
テ
レ
ビ
受
像
機
カ
タ
ロ
グ

表
紙
（
表
2–

6
）
に
あ
る
﹁
魁
﹂
は
、
そ
の
代
表
的
な
機
種
の
ひ
と
つ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

も
う
一
方
で
、
音
声
多
重
放
送
（
ス
テ
レ
オ
放
送
）
は
、
良
い
音
は
外
付
け
の
ス
ピ
ー
カ
ー
で
シ
ス
テ

ム
ア
ッ
プ
す
る
と
し
た
モ
ニ
タ
ー
ス
タ
イ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
を
生
む
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
モ
ニ

タ
ー
ス
タ
イ
ル
の
出
現
を
契
機
と
し
て
、
テ
レ
ビ
受
像
機
自
体
を
家
具
に
見
せ
る
デ
ザ
イ
ン
は
主
流
の
機

種
に
お
い
て
は
減
少
す
る
。
し
か
し
、
モ
ニ
タ
ー
ス
タ
イ
ル
の
テ
レ
ビ
受
像
機
を
中
心
に
シ
ス
テ
ム
ア
ッ

プ
さ
れ
た
機
器
類
を
設
置
、
収
納
す
る
た
め
に
木
目
木
質
感
表
現
さ
れ
た
A
V
フ
ァ
ニ
チ
ャ
が
現
れ
、
キ

ャ
ビ
ネ
ッ
ト
製
造
出
荷
額
の
減
少
を
抑
え
た
と
推
測
で
き
る
。

家具業界の製造出荷変遷（千円）
通商産業省調査統計部，『⼯業統計表品⽬編』，1953〜1984

ラジオ，テレ
ビ，ステレオ
⽤キャビネッ

産出
事業所数

1953（昭和28）年 1,296,045 1953（昭和28）年
1954（昭和29）年 1,201,179 1954（昭和29）年
1955（昭和30）年 1,532,235 1955（昭和30）年
1956（昭和31）年 2,629,573 1956（昭和31）年
1957（昭和32）年 2,835,530 1957（昭和32）年 188
1958（昭和33）年 3,643,934 1958（昭和33）年 196
1959（昭和34）年 6,230,678 1959（昭和34）年 202
1960（昭和35）年 7,295,000 1960（昭和35）年 206
1961（昭和36）年 10,716,000 1961（昭和36）年 216
1962（昭和37）年 12,893,600 1962（昭和37）年 209
1963（昭和38）年 13,461,800 1963（昭和38）年 239
1964（昭和39）年 16,114,000 1964（昭和39）年 234
1965（昭和40）年 17,957,700 1965（昭和40）年 259
1966（昭和41）年 26,029,400 1966（昭和41）年 302
1967（昭和42）年 36,913,400 1967（昭和42）年 303
1968（昭和43）年 50,120,900 1968（昭和43）年 363
1969（昭和44）年 65,887,800 1969（昭和44）年 392
1970（昭和45）年 74,553,300 1970（昭和45）年 414
1971（昭和46）年 72,413,200 1971（昭和46）年 410
1972（昭和47）年 76,799,200 1972（昭和47）年 437
1973（昭和48）年 90,008,900 1973（昭和48）年 429
1974（昭和49）年 101,158,300 1974（昭和49）年 436
1975（昭和50）年 89,081,700 1975（昭和50）年 441
1976（昭和51）年 103,620,000 1976（昭和51）年 406
1977（昭和52）年 100,733,000 1977（昭和52）年 397
1978（昭和53）年 94,480,000 1978（昭和53）年 356
1979（昭和54）年 101,590,000 1979（昭和54）年 318
1980（昭和55）年 112,912,000 1980（昭和55）年 305
1981（昭和56）年 114,361,000 1981（昭和56）年 251
1982（昭和57）年 93,119,000 1982（昭和57）年 229
1983（昭和58）年 94,132,000 1983（昭和58）年 229
1984（昭和59）年 83,837,000 1984（昭和59）年 204
1985（昭和60）年 83,572,000 1985（昭和60）年 207
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家具業界の製造出荷変遷（千円）
通商産業省調査統計部，『⼯業統計表品⽬編』，1953〜1984

ラジオ，テレ
ビ，ステレオ
⽤キャビネッ

産出
事業所数
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1954（昭和29）年 1,201,179 1954（昭和29）年
1955（昭和30）年 1,532,235 1955（昭和30）年
1956（昭和31）年 2,629,573 1956（昭和31）年
1957（昭和32）年 2,835,530 1957（昭和32）年 188
1958（昭和33）年 3,643,934 1958（昭和33）年 196
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1962（昭和37）年 12,893,600 1962（昭和37）年 209
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1965（昭和40）年 17,957,700 1965（昭和40）年 259
1966（昭和41）年 26,029,400 1966（昭和41）年 302
1967（昭和42）年 36,913,400 1967（昭和42）年 303
1968（昭和43）年 50,120,900 1968（昭和43）年 363
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1975（昭和50）年 89,081,700 1975（昭和50）年 441
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図 2–31
ラジオ、テレビ、ステレオ用キャビネット製造事業所数

図 2–32
ラジオ、テレビ、ステレオ用キャビネット製造出荷額
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あ
と
が
き

　

夢
を
描
く
こ
と
が
仕
事
の
ひ
と
つ
で
あ
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
と
っ
て
、
テ
レ
ビ
受
像
機
の
未
来
は
、
壁
に
掛
け
る
こ
と
で
あ
り
、 

紙
の
よ
う
に
曲
が
る
こ
と
で
し
た
。
そ
し
て
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で
開
催
さ
れ
た
世
界
最
大
の
家
電
見
本
市
C
E
S
2
0
1
9
で
、
韓

国
の
総
合
電
機
メ
ー
カ
ー
L
G
は
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
有
機
E
L
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
採
用
し
た
65
イ
ン
チ
﹁
巻
き
取
り
式
﹂
テ
レ
ビ
受

像
機
を
製
品
化
す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
た
ち
が
半
世
紀
前
に
描
い
た
ア
イ
デ
ア
ス
ケ
ッ
チ
や
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
モ
デ

ル
が
現
実
に
な
っ
て
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
の
草
創
期
と
比
べ
て
現
在
の
テ
レ
ビ
視
聴
ス
タ
イ
ル
は
大
き
く
変
化
し
、
住
空
間
だ
け
で
な
く
街
中
や
電
車
の
中
で
は

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
、
自
動
車
の
中
で
は
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
に
取
り
付
け
た
画
面
で
観
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
半

世
紀
で
最
も
変
わ
っ
た
の
は
、
リ
ビ
ン
グ
に
置
か
れ
て
い
る
テ
レ
ビ
受
像
機
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ブ
ラ
ウ
ン
管
の
入
っ
た
大

き
な
家
具
の
よ
う
な
テ
レ
ビ
受
像
機
は
、
液
晶
パ
ネ
ル
に
代
表
さ
れ
る
薄
型
表
示
デ
バ
イ
ス
に
よ
っ
て
奥
行
き
数
セ
ン
チ
の
シ
ン

プ
ル
な
額
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
テ
レ
ビ
受
像
機
の
デ
ザ
イ
ン
は
技
術
革
新
に
よ
っ
て
生
ま
れ
、
変
容
し
、
生
活

者
の
受
容
に
よ
っ
て
定
着
し
て
き
た
と
言
え
ま
す
。

﹁
家
具
調
テ
レ
ビ
﹂
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
テ
レ
ビ
の
普
及
期
に
お
い
て
、
そ
れ
ま
で
生
活
者
が
見
た
こ
と
も
な
い
製
品
で
あ
っ
た
テ

レ
ビ
受
像
機
を
住
空
間
に
受
け
入
れ
る
上
で
最
適
な
デ
ザ
イ
ン
で
し
た
。

筆
者
が
1
9
7
9
年
に
松
下
電
器
に
入
社
し
、
テ
レ
ビ
本
部
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
で
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
仕
事
を
始
め
た
と
き
、

多
く
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
家
具
調
テ
レ
ビ
の
ス
ケ
ッ
チ
を
描
き
、
デ
ザ
イ
ン
モ
デ
ル
を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
。
本
書
は
、
筆
者
が
テ
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レ
ビ
受
像
機
の
デ
ザ
イ
ン
開
発
に
関
わ
る
よ
り
も
前
に
開
発
さ
れ
た
製
品
を
対
象
と
し
て
記
述
し
て
い
ま
す
。
歴
史
は
当
事
者
が

残
す
よ
り
も
、
他
者
が
一
定
の
距
離
を
置
い
た
上
で
疑
問
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
客
観
的
で
、
批
判
的
な
視
点
で
残
す
こ
と

を
良
し
と
し
た
い
か
ら
で
す
。

昭
和
の
時
代
に
各
家
庭
の
居
間
で
観
ら
れ
て
い
た
メ
イ
ン
の
大
型
テ
レ
ビ
受
像
機
は
、
全
て
家
具
調
テ
レ
ビ
で
し
た
。
大
型
と

言
っ
て
も
ブ
ラ
ウ
ン
管
の
時
代
で
す
か
ら
、
20
イ
ン
チ
か
ら
29
イ
ン
チ
程
度
の
画
面
で
し
た
。
テ
レ
ビ
受
像
機
を
開
発
製
造
す
る

会
社
の
デ
ザ
イ
ン
部
門
と
し
て
は
、
将
来
、
実
現
が
可
能
に
な
る
で
あ
ろ
う
技
術
を
考
慮
し
て
デ
ザ
イ
ン
し
、
そ
れ
を
ア
ド
バ
ン

ス
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
モ
デ
ル
に
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
実
に
製
品
化
さ
れ
る
デ
ザ
イ
ン
は
家
具
調
テ
レ
ビ

で
し
た
。
そ
の
主
な
理
由
は
、
生
活
ス
タ
イ
ル
、
居
住
ス
タ
イ
ル
は
簡
単
に
は
変
わ
ら
な
い
と
の
認
識
が
あ
っ
た
た
め
で
す
。
そ

ん
な
中
で
、
若
い
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
家
具
調
テ
レ
ビ
の
デ
ザ
イ
ン
に
対
し
て
は
疑
問
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
、
表
面
材
料
と
し

て
使
用
さ
れ
て
い
た
木
目
塩
ビ
シ
ー
ト
、
木
目
ホ
ッ
ト
ス
タ
ン
プ
シ
ー
ト
な
ど
で
す
。
各
社
が
如
何
に
本
物
ら
し
く
見
え
る
木
目

シ
ー
ト
を
つ
く
る
か
で
印
刷
技
術
を
競
っ
て
い
ま
し
た
。
本
物
ら
し
く
見
え
る
だ
け
で
な
く
触
っ
て
も
本
物
ら
し
く
す
る
た
め
に
、 

木
目
同
調
エ
ン
ボ
ス
加
工
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
本
物
に
似
せ
た
モ
ノ
づ
く
り
が
な
ぜ
必
要
で
、
ど
の
よ
う
な
流
れ
で

行
な
わ
れ
た
の
か
を
知
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
本
書
の
基
に
な
る
研
究
調
査
の
ス
タ
ー
ト
は
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

1
9
8
0
年
に
ソ
ニ
ー
が
モ
ニ
タ
ー
ス
タ
イ
ル
の
﹁
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
﹂
を
発
売
し
た
こ
と
で
、
状
況
が
一
変
し
ま
し
た
。
当
時

各
社
で
テ
レ
ビ
受
像
機
の
デ
ザ
イ
ン
開
発
に
関
わ
っ
て
い
た
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
誰
も
が
、
先
を
越
さ
れ
た
と
悔
し
く
思
っ
た
に
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
後
を
追
う
よ
う
に
モ
ニ
タ
ー
ス
タ
イ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
開
発
が
行
な
わ
れ
、
多
く
の
類
似
し
た
デ
ザ
イ
ン

が
商
品
化
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
生
活
の
場
面
で
使
用
さ
れ
る
テ
レ
ビ
受
像
機
が
一
気
に
モ
ニ
タ
ー
ス
タ
イ
ル
に
な
っ
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

生
活
者
が
家
具
調
テ
レ
ビ
か
ら
モ
ニ
タ
ー
ス
タ
イ
ル
を
受
け
入
れ
る
ま
で
の
期
間
に
進
め
ら
れ
て
い
た
技
術
開
発
が
薄
型
表
示

デ
バ
イ
ス
で
し
た
。
1
9
8
3
年
カ
シ
オ
が
2
・
7
イ
ン
チ
モ
ノ
ク
ロ
液
晶
を
採
用
し
た
﹁
ポ
ケ
ッ
ト
型
液
晶
テ
レ
ビ
﹂
を
発
売
し

ま
し
た
。
1
9
8
0
年
代
は
競
っ
て
液
晶
パ
ネ
ル
の
開
発
を
進
め
ま
し
た
が
製
品
化
で
き
た
の
は
6
イ
ン
チ
程
度
の
小
型
の
も
の

で
し
た
。
1
9
9
3
年
松
下
電
器
も
14
イ
ン
チ
カ
ラ
ー
フ
ラ
ッ
ト
パ
ネ
ル
を
採
用
し
た
﹁
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
受
像
機
T
H-

1
4
F
1
﹂

を
発
売
し
ま
し
た
。
1
9
9
0
年
代
後
半
に
な
る
と
、ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
で
使
用
す
る
液
晶
パ
ネ
ル
の
需
要
が
高
ま
り
、液
晶
パ
ネ

ル
の
カ
ラ
ー
化
、
画
面
サ
イ
ズ
の
大
型
化
、
画
質
の
高
精
度
化
が
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
テ
レ
ビ
受
像
機
の
製
品
開
発

現
場
で
は
、
ブ
ラ
ウ
ン
管
で
実
現
し
て
い
る
画
面
サ
イ
ズ
を
薄
型
表
示
デ
バ
イ
ス
で
実
現
で
き
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

2
0
0
1
年
に
シ
ャ
ー
プ
が
〈
21
世
紀
の
わ
が
家
の
テ
レ
ビ
〉
と
し
て
﹁
20
イ
ン
チ
液
晶
テ
レ
ビ
A
Q
U
O
S
﹂
を
発
売
し
ま

し
た
。
そ
の
後
の
20
年
近
い
間
で
、
テ
レ
ビ
を
取
り
巻
く
環
境
、
特
に
技
術
革
新
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
50
イ
ン
チ
、

60
イ
ン
チ
の
テ
レ
ビ
受
像
機
が
普
通
に
購
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
は
4
K
、
8
K
と
解
像
度
を
上
げ
、
そ
の
都

度
、
私
た
ち
は
生
活
の
中
に
取
り
込
ん
で
き
て
い
ま
す
。

製
品
デ
ザ
イ
ン
は
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
デ
ザ
イ
ン
潮
流
は
も
ち
ろ
ん
、
技
術
開
発
が
密
接
に
関
わ
っ
て
お
り
、
技
術
革
新
と
と

も
に
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
が
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
受
像
機
は
常
に
技
術
開
発
を
先
導
し
て
き
た
製
品
で
す
。
大
型
化
、
薄

型
化
、
高
精
度
化
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
化
は
、
製
品
と
な
っ
て
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
の
生
活
の
中
で
活
か
さ
れ
て
い
く
で
し
ょ
う
。 

そ
し
て
、
さ
ら
に
次
の
夢
を
描
い
て
実
現
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
未
来
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
を
生

み
だ
す
の
か
、
本
書
が
少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
幸
い
で
す
。

最
後
に
本
書
は
、
日
本
生
活
学
会
、
日
本
デ
ザ
イ
ン
学
会
、
芸
術
工
学
会
に
投
稿
し
た
論
文
を
基
に
し
て
加
筆
修
正
し
た
も
の
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で
す
。
主
題
で
あ
る
家
具
調
テ
レ
ビ
の
デ
ザ
イ
ン
開
発
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
様
子
を
知
る
た
め
に
松
下
電
器
の
先
輩
デ
ザ
イ
ナ

ー
の
方
々
よ
り
貴
重
な
資
料
提
供
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
へ
の
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
編
集
に
あ
た
っ
て
は

三
樹
書
房
編
集
部
の
皆
様
、
特
に
木
南
さ
ん
に
は
、
読
み
に
く
い
文
章
、
分
か
り
に
く
い
言
葉
な
ど
を
整
え
て
頂
い
た
こ
と
に
つ

い
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
出
版
に
つ
い
て
多
く
の
ご
助
言
を
頂
き
ま
し
た
三
樹
書
房
の
小
林
さ
ん
、
山
田
さ
ん
に
も
深

く
感
謝
し
ま
す
。

 協力

ソニー株式会社
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